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航空撮像されたエルブスの高速度画像
High-speed imagery of elves from airplane
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エルブスとは,雷放電に伴って起こる高高度過渡発光現象の一つである.高度約 90 kmの電離圏下部で発生し,水平方向
約 300-600 kmの広がりを持ちパンケーキ状に発光する.またその発光継続時間は約 0.1 msで,約 2 msの間に光速を越え
るような位相速度で全体に広がる,極めて高速な現象である.
これまでは,鉛直方向に並んだマルチアノードフォトメーターを用いた観測 [Fukunishi et al., 1996]や,垂直方向に視野

を持つフォトメーターを用いた観測 [Barrington-Leigh et al., 2001]によってエルブス発光の時間・空間的変化を観ていた
が,その構造の変化を二次元画像によって捉えられたものはなかった.
今回 NHK の協力のもとで高度約 13 kmを飛行するジェット航空機から,世界で初めて高速度カメラでのエルブスの撮

像に成功した.カメラは航空機の窓に進行方向と水平に設置され,約 8000コマ/秒のフレーム数でパンクロマティック撮影
を行った.

2010年 11月 28日 18時頃から千葉県東方沖約 400 kmで雷放電が群発しており,本講演で示すデータはその雷放電に
よって引き起こされたエルブスを撮像したものである.この日航空機は 20時半頃関東沖を目指して飛び立ち, 21時 48分
から 22時 45分までの約１時間撮像を行い, 21イベントの過渡発光現象を捉えた.そのうち,初期解析の段階で少なくと
も 3イベントのエルブスが検出されている.
本研究では,撮影されたエルブス構造の時間変化とそれを引き起こす親雷放電の特質との関係を調べていく.


